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注 

１ かつて鳥取県では智頭町の智頭宿においても「一式飾

り」の行事が行われていたが，戦後になって途絶した。 

２ 『造物趣向種』は 1787 年（天明７年）に初めて出版

され，1837 年（天保８年）と 1860 年（安政７年）に

続編が出版されている。 

３ 法勝寺地区に伝わる『造物趣向種』は，宿屋を営んで

いた旧家に保管され，長年の使用により綴じが解けて

いる。表紙に青木嵩山堂発行とあることから，明治時

代の再刷と推定され，天保版と安政版を合本している。 

４ これまで筆者が実施した法勝寺地区をはじめ西日本

各地のフィールドワークについては，以下の７冊の研

究調査報告書を参照されたい。『「一式飾り」調査報告

Ⅰ 若者の視点から見た「一式飾り」』鳥取大学地域学

部高橋健司研究室，2014 年，『「一式飾り」調査報告Ⅱ 

地域教育を通した「一式飾り」の継承』同，2015 年，

『「一式飾り」調査報告Ⅲ 「見立て遊び」の伝統の継

承』同，2016 年，『「一式飾り」調査報告Ⅳ 「一式飾

り」の価値の探究と継承』同，2017 年，『「一式飾り」

調査報告Ⅴ 「一式飾り」に見る伝統の持続性』同，2018

年，『「一式飾り」調査報告Ⅵ 「一式飾り」に見る「見

立て」の創造性』同，2019 年，『「一式飾り」調査報告

Ⅶ 「一式飾り」に見る「風流」の伝統』同，2020 年。 

５ 鳥取県西伯郡西伯町町誌編集委員会編『西伯町誌 完

結編』西伯町役場，2004 年，636 頁。 

６ 西岡陽子「都市祭礼における風流の一側面－“つくり

もの”の場合－」『芸術：大阪芸術大学紀要』24 号，

2001 年，72 頁。 

７ 前掲の『「一式飾り」調査報告Ⅰ 若者の視点から見た

「一式飾り」』を参照されたい。 

８ 同上。 

９ 残りの３分の１は法勝寺宿自治会以外の作品で，2019

年の「南部町さくらまつり」では，全 28 点の作品のう

ち，中学生が６点の作品を飾り，小学生，高校生，南

部町職員も各１点の作品を飾った。 

10 法勝寺地区では賞を設けて「一式飾り」の作品を競う

競技会を 1997 年まで行っていたが，作品審査に対する

住民の不満から翌年に廃止された。 

11 西岡陽子，前掲論文，70 頁。 

12 郡司正勝「山と雲－風流の図像誌－」『郡司正勝刪定

集 第六巻』白水社，1992 年，180－181 頁。 

13 柳田国男「祭りから祭礼へ」『日本の祭』角川ソフィ

ア文庫，2013 年，41 頁。

14 クロード・レヴィ＝ストロース『野生の思考』大橋保

夫訳，みすず書房，1976 年，22－23 頁。 

15 クロード・レヴィ＝ストロース，前掲書，23－25 頁。 

16 クロード・レヴィ＝ストロース，前掲書，27 頁。 

17 佐藤浩司「ブリコラージュに進路をとれ!!」佐藤浩

司・山下里加編『ブリコラージュ・アート・ナウ 日常

の冒険者たち』青幻舎，2005 年，13 頁。 

18 佐藤浩司，前掲書，14 頁。 

19 鷲田清一『想像のレッスン』ちくま文庫，2019 年，

73 頁。 

20 大月ヒロ子は玉島の実家に「IDEA R LAB」を建て，そ

こを拠点にクリエイティブ・リユースを実践している。 

21 大月ヒロ子他『クリエイティブリユース－廃材と循環

するモノ・コト・ヒト』millegraph，2013 年，17－18

頁。 

22 大月ヒロ子，前掲書，254－257 頁。 

23 大月ヒロ子，前掲書，18－19 頁。 

24 大月ヒロ子，前掲書，17 頁。また，佐藤浩司も前掲

書（14 頁）で，特別展の意図は「ブリコラージュを糸

口にしながら，現代人のかかえるアイデンティティ・

クライシスや生きる意味の喪失感に対して，人間性の

回復を訴えることにあった」と指摘する。 

25 今田円治「誰もが逞しく創造する」『生きつづける伝

統美芸 一式飾り』私家本（第２版改訂），1993 年，31

頁。 

26 今田円治，前掲書，31－32 頁。 

27 今田円治，前掲書，32 頁。 

28 今田円治，前掲書，24 頁。 

29 鷲田清一「芸術の有効性」『日本海新聞』2019 年４月

26 日。 

30 福武総一郎「在るものを活かし，無いものを創る」三

分一博志『三分一博志 瀬戸内の建築』TOTO 出版，2016

年，157 頁。 

31 民俗学研究者の渡辺典子も「法勝寺一式飾り」の制作

を参与観察し「『つくる』という共同作業にはり合いを

見出すことにより，人と人をつなぐ役割を法勝寺一式

飾りが果たしている」と指摘する。渡辺典子「造り物

の伝承基盤の変容－法勝寺一式飾りを事例として－」

『日本民俗学』第 264 号，日本民俗学学会，2010 年，

31 頁。 

32 前掲の『「一式飾り」調査報告Ⅴ 「一式飾り」に見る
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Ｉ．はじめに 

 本稿の目的は、フランスの学校衛生とコロニー・

ド・ヴァカンスがいかなる関係にあるのかを問うこ

とである。コロニー・ド・ヴァカンスとは「林間学

校」と訳される1こともあるように夏期を中心とし

た子どもの野外活動を指すが、19 世紀末から 20 世

紀初頭の時期に学校衛生の一部としてコロニー・

ド・ヴァカンスが組み込まれていく様相について

は、これまで本格的に検討されてきたわけではない
2。日本における学校衛生の歴史を繙くならば、学

校衛生の端緒を切り拓いた三島通良の『学校衛生

学』（1893〔明治 26〕年）はその第 9 篇「體操及ひ

遊戯」の中で「遠足、行軍、修学旅行等」を「極め

て必要なり」としているが「林間学校」には注目し

ていない3。ところが、1920（大正 9）年になると

帝国議会で虚弱児童向けの林間学校奨励の建議が可

決され、1918 年時点で全国に 777 カ所であった林

間学校が 1921 年には 3240 カ所へと急増している
4。なぜ「林間学校」はこのように興隆したのであ

ろうか。また、なぜ「林間学校」は学校衛生の一部

に組み込まれることになったのだろうか。

この点について本稿は 2017 年度～2020 年度科学

研究費助成事業「フランス学校衛生論史研究」（基

盤研究（C）、課題番号 17K04552、研究代表者：河

合務）の研究成果の一部として検討するものであ

る。この科研費研究の成果である拙稿「学校衛生論

におけるリスク概念と教育」でも触れた点だが、

1904 年にドイツ・ニュルンベルクで開催された第 1

回学校衛生国際会議、イギリス・ロンドンで開催さ

れた第 2 回学校衛生国際会議にも「校外生活におけ

る衛生」をテーマに掲げた分科会があり、学校衛生

論のテーマ群は学校の建物・敷地の中だけに限定さ

れ完結したわけではない 5。コロニー・ド・ヴァカ

ンスもそうした校外生活における衛生のあり方と関

係しているであろう。ただし、コロニー・ド・ヴァ

カンス事業を単純に「校外生活」という括りで把握

するだけでは十分ではない。つまり、パリなどの都

市部から山間部や臨海地域を含めた田舎（campa-
gne）へ子どもを移動・滞在させる点や、「虚弱

（débile）」な子どもを対象とする点などコロニー・

ド・ヴァカンスの特徴について踏み込んで検討を行

なうことは当時の学校衛生をめぐる国際的な動向の

一端を明らかにするために是非とも必要な研究作業

であり、同時にそれは「林間学校」の内実を解明す

るためのケース・スタディとしても位置づくと考え

られる。そうした意味から本稿は 19～20 世紀転換

期フランスの教育史上で展開されたコロニー・ド・

ヴァカンス事業を取り上げ検討する。

章構成としては、まず 1880 年代のフランスでコ

ロニー・ド・ヴァカンスが導入され普及していく経

緯に触れ、この動向の中心にいたエドモン・コティ

ネのコロニー・ド・ヴァカンス論を検討する（第Ⅱ

章）。続いて、19 世紀末の学校衛生著作におけるコ

ロニー・ド・ヴァカンスの位置づけについて（1）
疲労問題との関連、（2）貧困層の家庭環境との関連

から検討する（第Ⅲ章）。そして、20 世紀初頭の学

校衛生著作におけるコロニー・ド・ヴァカンスにつ
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いて第 3 回学校衛生国際会議に参加した医学博士

L. デュフェステルの著作『学校衛生』（1909 年）

の「学校的保護事業」というコロニー・ド・ヴァカ

ンスの位置づけを中心に検討する（第Ⅳ章）。

 

II．コティネによるコロニー・ド・ヴァカ

ンス事業の推進 
コロニー・ド・ヴァカンスの黎明期は 19 世紀後半

に遡る。スイスの牧師ビオンが 1876 年にチューリッ

ヒの労働者家庭の虚弱な子ども 68 人を連れて丘陵

地帯に行き夏休みを過ごした Ferien-Kolonie 事業を

モデルとした新しい余暇活動はドイツ、イタリア、

フランス、スウェーデンなどヨーロッパ各国に広ま

った。ビオンが使い始めたドイツ語“Ferien-Kolonie”
をフランス語に置き換えたのが“colonie de vacance”
で、複数形で用いることが多いようである。1907 年

の第 2 回学校衛生国際会議の分科会名の英語、フラ

ンス語、ドイツ語での表記はそれぞれ“holiday camps” 
“colonies de vacances” “Ferienenkolonien”となってい

る6。筆者は「林間学校」という訳語を否定するつも

りはないが、敢えて直訳した場合の「休暇中の集落」

という含意も捨てがたいと考えている 7。また、英語

の「ホリデー・キャンプ」には娯楽的要素の強い、

いわゆる「レジャー」的なイメージがついて回る懸

念がある。後述するようにコロニー・ド・ヴァカン

スはキャンプ場での宿泊や活動が想定されていたわ

けではない。これらを考慮して本稿では「コロニー・

ド・ヴァカンス」と表記しておくこととしたい。

フランスでは 1881 年に牧師テオドール・ロリオと

その妻が行った 3 週間の田舎滞在の事業がコロニ

ー・ド・ヴァカンスの嚆矢とされている8。そして、

1880 年代に学校基金（caisse des écoles）を活用しつ

つコロニー・ド・ヴァカンス事業を本格的に軌道に

乗せたのがエドモン・コティネである。学校基金は

国家・地方自治体からの補助金や個人からの寄付金

を原資とするほか、衣服、書籍、食料品なども受け

入れ、貧困家庭の子どもの就学を支援することを目

的とする基金である9。コティネはパリ第 9 区の学校

基金に勤務していた人物であり、コロニー・ド・ヴ

ァカンス事業の推進にあたっては公教育省初等教育

局長フェルディナン・ビュイッソンの理解・協力を

得ていたとされている10。ビュイッソンの指示によ

ってコロニー・ド・ヴァカンスの普及を目指す協会

がパリに組織され、この協会の依頼を受けてコティ

ネが執筆した論文が「コロニー・ド・ヴァカンスの

形成と運営のための手引」である 11。以下、この論文

からフランスのコロニー・ド・ヴァカンス事業の内

容と方向性を探究していくこととしたい。

1．コロニー・ド・ヴァカンスの目的と対象 

コロニー・ド・ヴァカンスの目的は以下のように

規定されている。

「コロニー・ド・ヴァカンスは初等学校の、最も

虚弱である中でも最も貧しい者、最も貧しい中で

も最も称賛に値する、虚弱児童（enfants débiles）
のための予防衛生の制度である。」 12

つまり、コロニー・ド・ヴァカンスは初等学校の

児童の中でも「虚弱」で「貧しい」児童を対象とす

る予防衛生の制度という特徴がある。この衛生

（hygiène）の制度という意味でコロニー・ド・ヴァ

カンスは事業開始の当初から学校衛生とも関連性を

有していたと目されるが、コティネの同論文では学

校衛生についての言及はない。これはコティネとい

う人物が学校基金の運営に携わる行政実務家ではあ

っても、医学をベースとする衛生学者ではなかった

という点に要因があると考えられる。

 

2．「虚弱」概念 

では、コロニー・ド・ヴァカンスの対象児童の条

件となる「虚弱」と「貧しい」という語がもつ内容

や程度とはどのようなものであろうか。

コティネは「虚弱（débile）」と「病気（malade）」
を区別する。そして、コロニー・ド・ヴァカンスの

対象児童から「病気の者」を除外したうえで、「虚弱」

の具体例として次のようなものを列挙している。つ

まり、弱さにより歩行が困難な者、心臓疾患が疑わ

れる者、伝染病に罹りやすい者、（皮膚病の）白癬に

罹患しかかっている者、器官の弱さをかかえている

者などである13。

この当時の「虚弱」の概念に関しては『医科学百

科事典』（1888 年）の「虚弱（Débilité）」の項目を参

照することができる。この言葉は「生命の活力があ

まりに弱い水準にあること」を意味するとされ、さ

らに「健康が依拠する器官の全体の状態が病気の原

因への十分な抵抗力をもっていない時にも体質が虚

弱だという」と説明されている 14。

また、ディドロ／ダランベール監修の『百科全書』

（1751 年）にも「虚弱」の項目が設けられ哲学的・

医学的な説明が加えられている 15。このことからも

19 世紀末に「虚弱」の概念が一挙に成立したわけで

はないということが分かる。ただし、『百科全書』の

「虚弱」項目も『医科学百科事典』の「虚弱」項目

も、想定されている対象が成人なのか子どもなのか

は明確ではなく、子どもの「虚弱」が焦点化されて

いるわけではない。本稿が注目するのは 19 世紀末の

フランスで「虚弱児童」の存在がコロニー・ド・ヴ

ァカンス事業との関連において焦点化されたという

点である。その際の「虚弱」概念は健康と「病気」

の間に配置され、その両者を常に参照枠としつつ健
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つコロニー・ド・ヴァカンス事業を本格的に軌道に

乗せたのがエドモン・コティネである。学校基金は

国家・地方自治体からの補助金や個人からの寄付金

を原資とするほか、衣服、書籍、食料品なども受け

入れ、貧困家庭の子どもの就学を支援することを目

的とする基金である9。コティネはパリ第 9 区の学校

基金に勤務していた人物であり、コロニー・ド・ヴ

ァカンス事業の推進にあたっては公教育省初等教育

局長フェルディナン・ビュイッソンの理解・協力を

得ていたとされている10。ビュイッソンの指示によ

ってコロニー・ド・ヴァカンスの普及を目指す協会

がパリに組織され、この協会の依頼を受けてコティ

ネが執筆した論文が「コロニー・ド・ヴァカンスの

形成と運営のための手引」である 11。以下、この論文

からフランスのコロニー・ド・ヴァカンス事業の内

容と方向性を探究していくこととしたい。

1．コロニー・ド・ヴァカンスの目的と対象 

コロニー・ド・ヴァカンスの目的は以下のように

規定されている。

「コロニー・ド・ヴァカンスは初等学校の、最も

虚弱である中でも最も貧しい者、最も貧しい中で

も最も称賛に値する、虚弱児童（enfants débiles）
のための予防衛生の制度である。」 12

つまり、コロニー・ド・ヴァカンスは初等学校の

児童の中でも「虚弱」で「貧しい」児童を対象とす

る予防衛生の制度という特徴がある。この衛生

（hygiène）の制度という意味でコロニー・ド・ヴァ

カンスは事業開始の当初から学校衛生とも関連性を

有していたと目されるが、コティネの同論文では学

校衛生についての言及はない。これはコティネとい

う人物が学校基金の運営に携わる行政実務家ではあ

っても、医学をベースとする衛生学者ではなかった

という点に要因があると考えられる。

 

2．「虚弱」概念 

では、コロニー・ド・ヴァカンスの対象児童の条

件となる「虚弱」と「貧しい」という語がもつ内容

や程度とはどのようなものであろうか。

コティネは「虚弱（débile）」と「病気（malade）」
を区別する。そして、コロニー・ド・ヴァカンスの

対象児童から「病気の者」を除外したうえで、「虚弱」

の具体例として次のようなものを列挙している。つ

まり、弱さにより歩行が困難な者、心臓疾患が疑わ

れる者、伝染病に罹りやすい者、（皮膚病の）白癬に

罹患しかかっている者、器官の弱さをかかえている

者などである13。

この当時の「虚弱」の概念に関しては『医科学百

科事典』（1888 年）の「虚弱（Débilité）」の項目を参

照することができる。この言葉は「生命の活力があ

まりに弱い水準にあること」を意味するとされ、さ

らに「健康が依拠する器官の全体の状態が病気の原

因への十分な抵抗力をもっていない時にも体質が虚

弱だという」と説明されている 14。

また、ディドロ／ダランベール監修の『百科全書』

（1751 年）にも「虚弱」の項目が設けられ哲学的・

医学的な説明が加えられている 15。このことからも

19 世紀末に「虚弱」の概念が一挙に成立したわけで

はないということが分かる。ただし、『百科全書』の

「虚弱」項目も『医科学百科事典』の「虚弱」項目

も、想定されている対象が成人なのか子どもなのか

は明確ではなく、子どもの「虚弱」が焦点化されて

いるわけではない。本稿が注目するのは 19 世紀末の

フランスで「虚弱児童」の存在がコロニー・ド・ヴ

ァカンス事業との関連において焦点化されたという

点である。その際の「虚弱」概念は健康と「病気」

の間に配置され、その両者を常に参照枠としつつ健

鳥取大学・河合務：フランスの学校衛生とコロニー・ド・ヴァカンス- 19～20 世紀転換期における教育と転地療養 -

康面において何らかの欠損がある状態でありながら

「病気」以前（あるいは「病気」未満）という相対

的な概念として子どもを分類する機能を内包してい

た。

さらに留意しなければならないのは、この「虚弱」

の基準は必ずしも明確に示されているわけではない

という点である。上記のように「虚弱」の具体例は

列挙されているが、どの例にも検査項目や測定値な

どの明確な基準が定められていたわけではない。そ

うした曖昧さの帰結としてコティネは、コロニー・

ド・ヴァカンスへの参加が認められるかどうかは上

記の具体例のそれぞれについて引率する教員や他の

参加児童の負担にならないかどうかを考慮したうえ

で最終的には医者が判断するとしている 16。また、同

じ観点からベッドに寝ていることができない者も参

加者の条件からは除外されている。

続いて「貧しい」の内容であるが、それは生活す

るうえで恒常的な不自由さを強いられる「赤貧

（indigence）」に限定されるものではなく、私費でコ

ロニー・ド・ヴァカンスに参加する金銭的余裕がな

い家庭の子どもが対象とされている 17。貧困家庭の

子どもを「虚弱」から救い出すことがコロニー・ド・

ヴァカンスの機能として期待されており、これはコ

ロニー・ド・ヴァカンスに資源を提供する学校基金

の目的にもあてはまっている。

 

3．「予防衛生」の方法 

次に「予防衛生」の方法・手段についてであるが、

コティネはコロニー・ド・ヴァカンスの目的と関わ

って次のように論じている。

「その目的は、豊かな田舎（campagne）での自然

な訓練、清潔さ、よい食事、陽気さの助けを借り

た大気療法（cure d’ air）である。」18

このようにコロニー・ド・ヴァカンスは豊かな田

舎への転地を基本とし、そこでの生活を通して子ど

もの健康増進を図る。田舎への移動は基本的に鉄道

が想定され、客車の収容人数の関係から子ども 9 人

と引率者の教員 1 人という構成がよいとされている
19。

コティネは、スイスや北欧では農家に宿泊するコ

ロニー・ド・ヴァカンスのタイプが多いことを紹介

しつつも、清潔なベッドの確保や食事面などに衛生

的な配慮を行き届かせる観点からフランスでは各地

の師範学校に宿泊するタイプを推奨している 20。

コロニーでの生活の日課としては、早朝に起き、

ベッド周りの掃除や衣服の整頓をした後、浴室に入

り石鹸と水で体を洗うことが推奨されている。この

習慣が当時のフランス人にはまだあまり馴染みがな

いものだとコティネは指摘している 21。

食生活の面では、教員が生徒と同じ料理を同じテ

ーブルでとることとされ、事前に 1 週間あたりの肉、

野菜、牛乳などの分量のおおよその量の計画を立て

たうえでの食事をとることとされている 22。また、教

員の目の届かない場所や時間に子どもが果実や牛乳

をとることがないよう注意するべきだとされている
23。

コロニー・ド・ヴァカンス事業で田舎に滞在する

期間の長さは、諸外国で 3 週間かそれ以上となって

きていることが言及され、食事の計画、保護者への

手紙・報告が 1 週間毎とされていることからコティ

ネは田舎への滞在期間を週単位で数週間と構想して

いたことも分かる24。

晴れた日のアクティビティとしては、一種の訓練

（entraînement）として散歩が推奨されるが、その時

間や距離は教員の裁量とされ、子どもの状況を見な

がら行われるとされている。散歩中の虫刺されや日

射病への配慮も促されている 25。また、雨の日には室

内で歌、ダンス、遊戯などを行い、男子には体操（ジ

ムナスティーク）、女子には裁縫なども推奨されてい

る26。コティネは「十分な大気（air）の中で生活する

ほど、より大きな利益を得る」27と述べているが、こ

の場合の「大気」には、都市の生活環境との対比の

意味が込められていると考えられる。「大気」は都市

では不十分であり、とりわけ貧困家庭の子どもはそ

れを享受するのが困難で田舎に転地する必要がある

というのがコティネの趣旨だと考えられる。また、

コティネの用いる「大気療法（cure d’ air）」という用

語の「療法（cure）」は、対象児童が「病気」ではな

く「虚弱」だと想定されていることに対応して医療

的な「治療」のニュアンスは薄く、むしろ自然治癒

力に力点を置いた「療養」ないし「健康回復」の意

味が濃厚である。そしてコティネは出発時と帰還時

に身長・体重・胸囲の測定を行なうこととしている

が、学校医による検診等は求めていない 28。

コティネのコロニー・ド・ヴァカンス論は、この

ような「虚弱」の状態にある子どもを対象として転

地療養という方法をフランスに普及させようとした

という点が浮かび上がってくる。しかし、コティネ

は学校衛生に関しては何ら言及しておらず、コロニ

ー・ド・ヴァカンスと学校衛生の関係については彼

の視界の外にあったと考えられる。そこで次章では

学校衛生著作の中でコロニー・ド・ヴァカンスがど
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のように言及されるのかを検討することとしたい。

Ⅲ．子どもの疲労と貧困家庭の問題化 

学校衛生関連著作におけるコロニー・ド・ヴァカ

ンスに関する記述を検討すると、学齢期の子どもの

疲労（fatigue あるいは surmenage）問題への対処と、

夏期など学校の長期休みに子どもが過ごすことにな

る貧困家庭の問題への対処という主に二通りの期待

が込められていたことが浮かび上がってくる。学校

衛生で必須の留意事項とされてきた学校の「換気

（ventilation）」だけでは不十分である。ここでは前

者の事例として A. コリノー『学校における衛生』

（1889 年）、後者の事例としてラビ／ポラン『学校

衛生』（1896 年）を参照する。

 

1．過労問題とコロニー・ド・ヴァカンス 

医学博士アルフレッド・コリノーの 1889 年の著作

『学校における衛生』では脊柱側弯症や近視・乱視

が取り上げられ29、それとともに第 5 章全体を割い

て「脳の過労（surmenage）」が論じられている。「脳

の過労」は一種の「病（mal）」30とされてはいる。た

だ、医療的に確立された治療法は示されておらず、

未だ模索の段階であったことが窺われる。そして、

「身体訓練の欠如」を含めた、子どもの学校生活の

全般的なあり方の問題性が指摘されている 31。そし

て、同書第 8 章が「コロニー・ド・ヴァカンス」と

いうタイトルで論じられ、この章の冒頭でコリノー

はコロニー・ド・ヴァカンスが過労（surmenage）問

題と関係していることに触れたうえで 32、次のよう

に述べている。

「教育課程の簡素化；人びとはそれに関心がある。

身体の力を培うこと（culture）；人びとは正当に

もそれを義務として要求している。

神経の緊張の緩和、精神の休息（repos）、生活環

境（climat）の一時的な変化（changement temporaire）
だけが提供することができる生理的バランスの再

構築；学校コロニーはそれを保証する。」 33

 

ここでの「学校コロニー」とはコリノーの論述の

内容から判断してコロニー・ド・ヴァカンスと同義

である。コロニー・ド・ヴァカンスに期待されてい

るのは、神経の緊張の緩和、精神の休息、そして「生

活環境の一時的な変化」がもたらす生理的バランス

の回復である。これが教育課程の簡素化や身体教育

（「身体の力を培うこと」）と並んで過労問題への対

応として必要だというのがコリノーの見解である。

学校教育から生じる過労問題への対応として転地療

養が注目されたのである。

また、コリノーは田舎の人々との交流についても

効果が期待できるとしている。

「田舎の事物がある町ばかりでなく、田舎に住む

人間と交流するようにさせる町に若い世代を置く

ことは計り知れない利点がある。田舎に住む者と

都会に住む者とのこの共感的な関係は成果のない

ままではいない。」34

コリノーのコロニー・ド・ヴァカンス論は、コテ

ィネによるパリ第 9 区の実践を参照し35、それを踏

まえたうえで都会の子どもと田舎に住む人々との交

流という要素への言及がある点で興味深い。

2．貧困層の家庭環境とコロニー・ド・ヴァカン

ス 

ラビ／ポラン『学校衛生』（1896 年）は、貧困層の

家庭環境の問題への対応としてコロニー・ド・ヴァ

カンスに期待し次のように述べている。

「学校の最大の恩恵は、窮屈で、混雑しており、

暗く、風通しが悪く、そして悪臭を放つ環境にあ

ったり、あるいは、細々と暮らしていたりする貧

困層から、1 日のあまりに短い間、彼らの子ども

を抜き取ることである。そして、作業場に引き留

められて両親が子どもの面倒をみることができな

い間、危険をともなう遭遇、不道徳な手本、危険

な交際による街路の有害な影響を子どもが受けな

いようにすることである。

コロニー・ド・ヴァカンスが考案されたのは、

休暇の間にはいっそう増大するこの危険に備え、

貧しくて生理的に欠乏する運命にある子どもに回

復（reparateur）の環境を与えるためである。」36

このようにラビ／ポランは貧困家庭の惨状を訴え、

その有害さから子どもを救出することを「学校の最

大の恩恵」だと捉えている。そして、特に貧困家庭

において学校の休暇期間に増大する「危険をともな

う遭遇、不道徳な手本、危険な交際による街路の有

害な影響」から子どもを救出するための手段として

コロニー・ド・ヴァカンスへの期待が表明されてい

る。この場合、コロニー・ド・ヴァカンスは、子ど

もを救済する機能をもつ学校を休暇期間中に代替す

るものと位置づけられている。
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のように言及されるのかを検討することとしたい。

Ⅲ．子どもの疲労と貧困家庭の問題化 

学校衛生関連著作におけるコロニー・ド・ヴァカ

ンスに関する記述を検討すると、学齢期の子どもの

疲労（fatigue あるいは surmenage）問題への対処と、

夏期など学校の長期休みに子どもが過ごすことにな

る貧困家庭の問題への対処という主に二通りの期待

が込められていたことが浮かび上がってくる。学校

衛生で必須の留意事項とされてきた学校の「換気

（ventilation）」だけでは不十分である。ここでは前

者の事例として A. コリノー『学校における衛生』

（1889 年）、後者の事例としてラビ／ポラン『学校

衛生』（1896 年）を参照する。

 

1．過労問題とコロニー・ド・ヴァカンス 

医学博士アルフレッド・コリノーの 1889 年の著作

『学校における衛生』では脊柱側弯症や近視・乱視

が取り上げられ29、それとともに第 5 章全体を割い

て「脳の過労（surmenage）」が論じられている。「脳

の過労」は一種の「病（mal）」30とされてはいる。た

だ、医療的に確立された治療法は示されておらず、

未だ模索の段階であったことが窺われる。そして、

「身体訓練の欠如」を含めた、子どもの学校生活の

全般的なあり方の問題性が指摘されている 31。そし

て、同書第 8 章が「コロニー・ド・ヴァカンス」と

いうタイトルで論じられ、この章の冒頭でコリノー

はコロニー・ド・ヴァカンスが過労（surmenage）問

題と関係していることに触れたうえで 32、次のよう

に述べている。

「教育課程の簡素化；人びとはそれに関心がある。

身体の力を培うこと（culture）；人びとは正当に

もそれを義務として要求している。

神経の緊張の緩和、精神の休息（repos）、生活環

境（climat）の一時的な変化（changement temporaire）
だけが提供することができる生理的バランスの再

構築；学校コロニーはそれを保証する。」 33

 

ここでの「学校コロニー」とはコリノーの論述の

内容から判断してコロニー・ド・ヴァカンスと同義

である。コロニー・ド・ヴァカンスに期待されてい

るのは、神経の緊張の緩和、精神の休息、そして「生

活環境の一時的な変化」がもたらす生理的バランス

の回復である。これが教育課程の簡素化や身体教育

（「身体の力を培うこと」）と並んで過労問題への対

応として必要だというのがコリノーの見解である。

学校教育から生じる過労問題への対応として転地療

養が注目されたのである。

また、コリノーは田舎の人々との交流についても

効果が期待できるとしている。

「田舎の事物がある町ばかりでなく、田舎に住む

人間と交流するようにさせる町に若い世代を置く

ことは計り知れない利点がある。田舎に住む者と

都会に住む者とのこの共感的な関係は成果のない

ままではいない。」34

コリノーのコロニー・ド・ヴァカンス論は、コテ

ィネによるパリ第 9 区の実践を参照し35、それを踏

まえたうえで都会の子どもと田舎に住む人々との交

流という要素への言及がある点で興味深い。

2．貧困層の家庭環境とコロニー・ド・ヴァカン

ス 

ラビ／ポラン『学校衛生』（1896 年）は、貧困層の

家庭環境の問題への対応としてコロニー・ド・ヴァ

カンスに期待し次のように述べている。

「学校の最大の恩恵は、窮屈で、混雑しており、

暗く、風通しが悪く、そして悪臭を放つ環境にあ

ったり、あるいは、細々と暮らしていたりする貧

困層から、1 日のあまりに短い間、彼らの子ども

を抜き取ることである。そして、作業場に引き留

められて両親が子どもの面倒をみることができな

い間、危険をともなう遭遇、不道徳な手本、危険

な交際による街路の有害な影響を子どもが受けな

いようにすることである。

コロニー・ド・ヴァカンスが考案されたのは、

休暇の間にはいっそう増大するこの危険に備え、

貧しくて生理的に欠乏する運命にある子どもに回

復（reparateur）の環境を与えるためである。」36

このようにラビ／ポランは貧困家庭の惨状を訴え、

その有害さから子どもを救出することを「学校の最

大の恩恵」だと捉えている。そして、特に貧困家庭

において学校の休暇期間に増大する「危険をともな

う遭遇、不道徳な手本、危険な交際による街路の有

害な影響」から子どもを救出するための手段として

コロニー・ド・ヴァカンスへの期待が表明されてい

る。この場合、コロニー・ド・ヴァカンスは、子ど

もを救済する機能をもつ学校を休暇期間中に代替す

るものと位置づけられている。

鳥取大学・河合務：フランスの学校衛生とコロニー・ド・ヴァカンス- 19～20 世紀転換期における教育と転地療養 -

以上のように、19 世紀末の学校衛生著作において

コロニー・ド・ヴァカンスは①過労問題への対応策

として、神経の緊張の緩和、精神の休息、そして「生

活環境の一時的な変化」がもたらす生理的バランス

の回復が期待されていた。この代表的論者はコリノ

ーである。また、②貧困家庭において学校の休暇期

間中に増大する危険性や悪影響から子どもを救済す

る機能が期待されていた。この代表的論者はラビ／

ポランである。次章では 20 世紀初頭の学校衛生著作

におけるコロニー・ド・ヴァカンスへの言及を検討

していくこととしたい。 

Ⅳ．学校衛生の補完としての転地療養 

デュフェステルの著作『学校衛生』（1909 年）の第

4 部は「学校的保護事業（les oeuvres de préservation 
scolaire）」と題され、この中の第 5 章が「学校コロニ

ー」というタイトルでコロニー・ド・ヴァカンスが

取り扱われている。ここで用いられる“préservation”
とは子どもを危険から「守る」という「保護」の意

味と子どもが「病気」に罹るのを「防ぐ」という「予

防」の意味を同時にもっている。デュフェステルの

「学校的保護事業」論で注目するべきなのは、学校

基金を基盤として子どもに栄養バランスのよい食事

を提供する学校食堂と並んで、同じく学校基金によ

って推進されるコロニー・ド・ヴァカンス事業が「子

どもをよい衛生的条件の中に置き、身体の発達を促

す」37とされている点である。デュフェステルは次の

ように述べている。

「酷い災禍の中にある生徒を救うためには、治癒

できる環境で生活させなければならない。大気（au 
grand air）、田舎（campagne）である。」38

このようにデュフェステルは、田舎への転地療養

を旨とするコロニー・ド・ヴァカンスを子どもの保

護事業として位置づけている。この議論は前章で取

り上げた 19 世紀末のコティネやラビ／ポランの延

長上にある。ただし、デュフェステルの立場は疲労

問題への対応としてコロニー・ド・ヴァカンスを論

じるコリノーとは異なっている。デュフェステルは

同書で疲労問題を知的な作業のあり方の改善として

の「知的衛生（hygiène intellectuelle）」の問題として

論じており39、コロニー・ド・ヴァカンスを疲労問題

の解決策として期待していたようには思われない。

デュフェステルは次のようにも述べている。

「 コ ロ ニ ー は 社 会 的 保 護 事 業 （ oeuvre de 
préservation sociale）であり、サナトリウムではな

い。それゆえ、あらゆる病気（malades）の者は拒

絶しなければならない。」40

こうしたデュフェステルの議論は、コロニー・ド・

ヴァカンスの対象から「病気」の子どもを除外する

コティネの立場を踏襲している。コロニー・ド・ヴ

ァカンスはあくまで子どもが「病気」に罹るのを防

ぐ「保護」＝「予防」としての役割が期待されてい

るのである。

さて、先の引用箇所でデュフェステルは、「コロニ

ーは社会的保護事業であり、サナトリウムではない」

と明確に区別している。「サナトリウム」とは一般的

には「療養所」を指し、中でも「結核療養所」が典

型であるが、それは「林間学校」のように期間限定

ではなく常設の専門施設である。そして、デュフェ

ステルは著書『学校衛生』の中で結核の治療につい

て第 6 章「野外学校（les écoles de plein air）」におい

て次のように述べている。

「進行した時期にはほとんど治療できない結核は、

適切な時期に介入すれば常に治療可能だという原

則がある。」41

デュフェステルは 1904 年にドイツ・ベルリン校外

のシャルロッテンブルグの森に設置された「野外学

校」をモデルとしてヨーロッパ各地に広がりつつあ

った「野外学校」を「サナトリウム」的な要素の強

い学校として捉えていた。

この「野外学校」は 20 世紀初頭の時期、英語圏の

学校衛生著作の一章を占めるに至っている。たとえ

ばジェームス・カー『ニューズホームの学校衛生：

学校生活に関わる健康の法則』（1916 年）は、1887
年にイギリスで初版が刊行され 1907 年までに 12 版

を数えたアーサー・ニューズホームの『学校衛生：

学校生活に関わる健康の法則』をリライトした学校

衛生著作であるが42、同書の第 4 章では「野外（The 
open air）」と題され「野外学校」の広がりが論じられ

ている。 同書では「野外学校」が次のように類別さ

れ解説されている。

A. 野外学校

i. 野外学校、あるいは森の学校（シャルロッ

テンブルグのそれのような）、そこに子どもは毎

日通い、夜は帰宅する。

ii. 都市部の野外学校、そこでは子どもは夜も
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寝泊まりする（デットフォードのそれのような）

iii. 田舎あるいは臨海の居住施設型の学校、回

復期（recovery）の学校、そこでは子どもは何か

月もの間、新鮮な環境に置かれることが可能で

ある。

iv. 浮かぶ船の学校（ニューヨークにあるよう

な）

B. 普通昼間学校の施設の改造型

i. ベランダ、野外の教室、屋根のある教室

ii. 遊び場教室、公園や野外空間にある教室

C. 学校施設におけるレクリエーションの変

種の短期型

i. 日帰り、数日、数週間の学校漂泊（School
wanderings）あるいは学校遠足

ii. 野外での休暇学校

iii. 1 週間あるいは数週間の田舎の休暇計画 43

以上のような 3 つの大分類、9 つの小分類である。

フランスのコロニー・ド・ヴァカンスをあえてこの

分類法にあてはめて考えるとすれば比較的 A-ⅲに

近いように思われる。ただし、コロニー・ド・ヴァ

カンスの滞在期間は「数カ月」より短い「数週間」

が想定されていた。そして、明治期に三島通良が『学

校衛生学』において「體操及ひ遊戯」として必要性

を論じた「遠足、行軍、修学旅行等」は C-ⅰに近い

ということになるだろうか。ともあれ、ジェームス・

カーは次のように述べて教育における「野外」と「自

然」の意義を強調している。

「自然への回帰――『シンプル・ライフ（simple life）』
――は多くの哲学者や教育家の数年にわたる叫び

であり、故なきことではない。というのも大都市

では、私たちの社会システムは少数の者が土地を

もつことを可能にし、他者の稼ぎの大部分を地代

としてとることを認め、これによって特に貧民の

子どもはとても広範囲にわたって身体的に苦しん

でいる。」44

つまり、大都市の生活環境で身体的に苦しんでい

る都市部の貧困層の子どもが「自然への回帰」と「シ

ンプル・ライフ」を享受することを可能にする事業

としてカーは「野外学校」を肯定的に紹介し、学校

衛生著作の一角に位置づけたのである。

さて、1907 年にロンドンで開催された第 2 回学校

衛生国際会議の第 6 分科会は「校外生活の衛生、ホ

リデー・キャンプと学校、家庭と学校の関係」がテ

ーマとされていたが、この分科会の中でフランスの

コロニー・ド・ヴァカンスが紹介されるととともに

ヨーロッパ各国の「野外学校（open air schools）」の

動向が紹介されている 45。学校衛生国際会議の場で

もコロニー・ド・ヴァカンスと「野外学校」は類似

するものと捉えられる傾向にあったわけだが、デュ

フェステルは、結核を含めた「病気」から子どもを

「保護」し「予防」することに力点を置き、「虚弱児

童」を対象とするコロニー・ド・ヴァカンス事業を

「サナトリウム」とは異なる特徴をもつものとして

強調していたのである。ただ、結核の治療との関係

で言えば46、コロニー・ド・ヴァカンス、「野外学校」、

サナトリウムなどは薬品や抗生物質を用いた化学療

法が確立される 20 世紀中葉以前の予防法・治療法を

採用しており、自然治癒力に大きく期待している点

では共通している。転地療養という特徴をもつコロ

ニー・ド・ヴァカンスが興隆した背景にも、化学療

法が確立される以前の時代状況において「自然」に

対する注目が強まったことと大いに関係していたと

考えられる。

Ⅳ．結語 

このようにコロニー・ド・ヴァカンスは 19 世紀末

から 20 世紀初頭のフランスで学校衛生の一部に組

み込まれることとなった。本稿の考察から明らかに

なった点は主に以下の 4 つに整理することができる

 第一に、フランスのコロニー・ド・ヴァカンス事

業はスイスのビオン牧師が開始した Ferien-Kolonie
事業をモデルとし、公教育省初等教育局長フェルデ

ィナン・ビュイッソンの協力を受けながら 1880 年代

に本格的に推進された。この動向の中心にいたのは

パリ第 9 区の学校基金の行政実務者エドモン・コテ

ィネであり、彼の論文「コロニー・ド・ヴァカンス

の形成と運営のための手引」によると、コロニー・

ド・ヴァカンスは「虚弱」で「貧しい」初等学校の

児童を対象とする予防衛生の制度であり、「病気」の

子どもは対象から除外されている。

第二に、コティネが勤務した学校基金は国家や地

方自治体からの補助金、個人からの寄付金、衣服、

書籍、食料品などの現物の寄贈を原資として貧困家

庭の子どもの就学支援を業務としたが、コロニー・

ド・ヴァカンスもこの学校基金によって運営され、

田舎での転地療養によって「虚弱」で「貧しい」子

どもの健康回復が目指された。そして、「虚弱」な子

どもは「病気」ではないものの、弱さにより歩行が

困難な者、心臓疾患が疑われる者、伝染病に罹りや

すい者、（皮膚病の）白癬に罹患しかかっている者、
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iii. 田舎あるいは臨海の居住施設型の学校、回

復期（recovery）の学校、そこでは子どもは何か

月もの間、新鮮な環境に置かれることが可能で

ある。

iv. 浮かぶ船の学校（ニューヨークにあるよう

な）

B. 普通昼間学校の施設の改造型

i. ベランダ、野外の教室、屋根のある教室

ii. 遊び場教室、公園や野外空間にある教室

C. 学校施設におけるレクリエーションの変

種の短期型

i. 日帰り、数日、数週間の学校漂泊（School
wanderings）あるいは学校遠足

ii. 野外での休暇学校

iii. 1 週間あるいは数週間の田舎の休暇計画 43

以上のような 3 つの大分類、9 つの小分類である。

フランスのコロニー・ド・ヴァカンスをあえてこの

分類法にあてはめて考えるとすれば比較的 A-ⅲに

近いように思われる。ただし、コロニー・ド・ヴァ

カンスの滞在期間は「数カ月」より短い「数週間」

が想定されていた。そして、明治期に三島通良が『学

校衛生学』において「體操及ひ遊戯」として必要性

を論じた「遠足、行軍、修学旅行等」は C-ⅰに近い

ということになるだろうか。ともあれ、ジェームス・

カーは次のように述べて教育における「野外」と「自

然」の意義を強調している。

「自然への回帰――『シンプル・ライフ（simple life）』
――は多くの哲学者や教育家の数年にわたる叫び

であり、故なきことではない。というのも大都市

では、私たちの社会システムは少数の者が土地を

もつことを可能にし、他者の稼ぎの大部分を地代

としてとることを認め、これによって特に貧民の

子どもはとても広範囲にわたって身体的に苦しん

でいる。」44

つまり、大都市の生活環境で身体的に苦しんでい

る都市部の貧困層の子どもが「自然への回帰」と「シ

ンプル・ライフ」を享受することを可能にする事業

としてカーは「野外学校」を肯定的に紹介し、学校

衛生著作の一角に位置づけたのである。

さて、1907 年にロンドンで開催された第 2 回学校

衛生国際会議の第 6 分科会は「校外生活の衛生、ホ

リデー・キャンプと学校、家庭と学校の関係」がテ

ーマとされていたが、この分科会の中でフランスの

コロニー・ド・ヴァカンスが紹介されるととともに

ヨーロッパ各国の「野外学校（open air schools）」の

動向が紹介されている45。学校衛生国際会議の場で

もコロニー・ド・ヴァカンスと「野外学校」は類似

するものと捉えられる傾向にあったわけだが、デュ

フェステルは、結核を含めた「病気」から子どもを

「保護」し「予防」することに力点を置き、「虚弱児

童」を対象とするコロニー・ド・ヴァカンス事業を

「サナトリウム」とは異なる特徴をもつものとして

強調していたのである。ただ、結核の治療との関係

で言えば46、コロニー・ド・ヴァカンス、「野外学校」、

サナトリウムなどは薬品や抗生物質を用いた化学療

法が確立される 20 世紀中葉以前の予防法・治療法を

採用しており、自然治癒力に大きく期待している点

では共通している。転地療養という特徴をもつコロ

ニー・ド・ヴァカンスが興隆した背景にも、化学療

法が確立される以前の時代状況において「自然」に

対する注目が強まったことと大いに関係していたと

考えられる。

Ⅳ．結語 

このようにコロニー・ド・ヴァカンスは 19 世紀末

から 20 世紀初頭のフランスで学校衛生の一部に組

み込まれることとなった。本稿の考察から明らかに

なった点は主に以下の 4 つに整理することができる

 第一に、フランスのコロニー・ド・ヴァカンス事

業はスイスのビオン牧師が開始した Ferien-Kolonie
事業をモデルとし、公教育省初等教育局長フェルデ

ィナン・ビュイッソンの協力を受けながら 1880 年代

に本格的に推進された。この動向の中心にいたのは

パリ第 9 区の学校基金の行政実務者エドモン・コテ

ィネであり、彼の論文「コロニー・ド・ヴァカンス

の形成と運営のための手引」によると、コロニー・

ド・ヴァカンスは「虚弱」で「貧しい」初等学校の

児童を対象とする予防衛生の制度であり、「病気」の

子どもは対象から除外されている。

第二に、コティネが勤務した学校基金は国家や地

方自治体からの補助金、個人からの寄付金、衣服、

書籍、食料品などの現物の寄贈を原資として貧困家

庭の子どもの就学支援を業務としたが、コロニー・

ド・ヴァカンスもこの学校基金によって運営され、

田舎での転地療養によって「虚弱」で「貧しい」子

どもの健康回復が目指された。そして、「虚弱」な子

どもは「病気」ではないものの、弱さにより歩行が

困難な者、心臓疾患が疑われる者、伝染病に罹りや

すい者、（皮膚病の）白癬に罹患しかかっている者、

鳥取大学・河合務：フランスの学校衛生とコロニー・ド・ヴァカンス- 19～20 世紀転換期における教育と転地療養 -

器官が弱いなどの具体例があげられたが、「虚弱」の

基準は明確ではなかった。

 第三に、学校衛生関連著作においてコロニー・ド・

ヴァカンスに期待されたのは主に①疲労問題への対

応、②貧困家庭の有害な環境への対応である。19 世

紀末の時点で①の視点を強調していたのはコリノー

『学校における衛生』であり、②の視点を打ち出し

ていたのはラビ／ポラン『学校衛生』であった。コ

リノーは、学校教育から生じる過労問題への対応と

してコロニー・ド・ヴァカンスの転地療養という性

質に注目し、教育課程の簡素化と身体教育とともに

コロニー・ド・ヴァカンス事業の必要性を主張した。

ラビ／ポランは貧困家庭の有害な環境から子どもを

救い出すことを「学校の最大の恩恵」とし、学校の

長期休暇の期間における貧困家庭の有害な影響から

子どもを救い出す手段としてコロニー・ド・ヴァカ

ンスに注目した。

第四に、20 世紀初頭においてコロニー・ド・ヴァ

カンスを「学校的保護事業」として注目したのがデ

ュフェステルの『学校衛生』である。デュフェステ
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